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流通とＳＣ・私の視点 

2019 年６月１日 
 

次世代型ＳＣ（第５世代ＳＣ）とは!! 

― ＳＣ飽和期・モノ離れ期・ネット旺盛期に対応したＳＣ ― 
 
次世代型ＳＣとは、次の時代に対応したＳＣを意味します。 

①ＳＣの飽和時代に対応したＳＣ 

１つの固有マーケット（客から見て時間・距離の抵抗要因のないエリア）で、２つ以上のＲＳＣが存

在する状態で、客のＳＣへの選択肢が多様化して、客から見て「もう１つあって欲しいＳＣ」でないと

３つ目のＳＣが成立しない時代をＳＣ飽和期と言います。アメリカでは 1990 年頃、日本では 2010 年頃

が相当します。 

②モノ離れ時代に対応したＳＣ 

消費行動は、物（財）から飲食・サービス・情報・エンターテインメント＆レジャー・コンテンツへ

と非モノ（コト・イマ・トキ・ココ）へとモノ離れが深耕しています。モノ離れは統計的にアメリカで

1970 年、日本で 1988 年に起こりました。 

③ネット旺盛時代に対応したＳＣ 

21 世紀になってＥコマースが急激に発展し、リアル店舗やＳＣを脅かす存在になりました。アメリ

カで 2010 年代、日本で 2020 年代が相当します。 

以上の３つの経済及び流通及び消費現象が、ＳＣの成立・成功のメカニズムに大きな影響を与えており、

この３つの現象に対応したＳＣを「次世代型ＳＣ」と呼び、アメリカで現在進行中であり、日本で 2020 年

以降に進行するＳＣです。 

次世代型ＳＣのポジショニングを明確にするため、ＳＣの進化のプロセスを過去・現在・未来の視点から

見ると次の通りです（戦闘機の進化を参考にしています）。 

 ＳＣの形態 
ＳＣのライフ

サイクル 

時  期 
参考：戦闘機の進化（比喩） 

アメリカ 日 本 

第０世代 
非ＳＣ 

（商店街・市場） 
ＳＣ以前 

1920 年代

以前 

1950 年代

以前 
プロペラ機 （音速以下） 

第１世代のＳＣ 
完成度の低い集積・ 

駐車場付加型のＳＣ 
ＳＣの黎明期

1920～ 

1940 年代
1960 年代 Ｆ86 

ジ
ェ
ッ
ト
機
化
（Ｓ
Ｃ
化
） 

亜音速型 

第２世代のＳＣ ＣＳＣ 
ＳＣの成長期

（前半） 

1950～ 

1960 年代

1970～ 

1980 年代
Ｆ104 超スピード型 

第３世代のＳＣ 多核モール型ＳＣ 
ＳＣの成長期

（後半） 

1970～ 

1980 年代
1990 年代 Ｆ４ 攻撃強化型 

第４世代のＳＣ 
多核モール・エンター

テインメント型ＳＣ 

ＳＣの成熟期

（前半） 

1990～ 

2000 年代

2000～ 

2010 年代
Ｆ15＆Ｆ16 情報化型 

第５世代のＳＣ 次世代型ＳＣ 
ＳＣの成熟期

（後半） 

2010 年代

以降 

2020 年代

以降 
Ｆ35＆Ｆ22 ステレス型 

第５世代の次世代型ＳＣのテーマは次の通りです。 

①タウンセンター＆ライフスタイルセンター志向 

②サードプレイス＆ギャザリングプレイス志向 

③地球・社会・地域・人間関連の課題解決によるサステナブル志向 

④リアルショッピングとサイバーの融合によるネットネイティブ志向 

⑤エンターテインメント＆レジャー志向 

⑥地域密着＆地域交流志向 

アメリカはＳＣ先進国で、経済・流通・消費の動向の時代変化に対応してＳＣが進化しています。ヨー

ロッパはＳＣの飽和期を経験していないためＳＣ間相互の激しい競争の中でＳＣの成立・成功のメカニズ

ムに基づく「ＳＣのマーケットデザイン理論」ができていません。その意味において、ヨーロッパを含むア

メリカ以外はＳＣ後進国です。 
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（ＳＣ理論編） 


